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世界中のライオンズの皆さん

誠に悲しいことですが、世界の目は大きな被害をもたらしたハイチの地震に向けられて
います。この大地震によって150万人が家を失い、20万人もの命が奪われ、数えきれな
いほどの人々が体と心に傷を負いました。 この国が完全に元の状態に戻るまでには何
年もかかるでしょう。しかし、確かなのはライオンズはそのあらゆる段階で援助をして
いくということです。

南アジアでの津波、ハリケーン・カトリーナ、中国四川省での地震、その他の災害に対
しライオンズが援助を行ったのと同様に、ライオンズとLCIFは短期そして長期の援助
を行っていきます。つまり、目下必要とされる援助を提供すると同時に、必要な限りの
時間をかけて、地域社会を再建し、人々に希望を取り戻させ、被害を受けた人々を支援
することに取り組んでいきます。

ライオンズが他の奉仕団体と違っていることが一つあるとすれば、それは、私たちが長
期的に救済に携わり、被害を受けた地域内で、現地のライオンズを通じてより良い明日
を新たに築くために努力するという点です。ハイチのライオンズは私たちの兄弟姉妹、
この国際的な家族の一員なのです。私たちは彼らを絶対に失望させたりしません。

ご存じとは思いますが、ライオンズはすでに迅速に行動し、混乱に伴うさまざまな問題
にもかかわらず、緊急援助を提供しています。スウェーデンのライオンズからの救援テ
ントは現在輸送中であり、地震が起きた時、使節団事業のためにハイチを訪れていたカ
ナダのライオンズは地震発生の数時間後から数日の間応急手当を施しましたし、カリブ
海諸国のライオンズは陸と海の両方から援助を送っています。さらに、ハイチ、ドミニ
カ共和国、近隣諸国のライオンズから成る調整委員会が次のステップについて積極的に
計画を策定中です。また、LCIF理事長を務めるアル・ブランデル前国際会長は明日か
ら彼らと会合するべく、現地に向かうことになっています。

当然のことながらLCIFの「ハイチに希望を」という献金の呼びかけに対するライオン
ズの反応は、極めて大きなものとなっています。私たちはこの数日間ですでに35万ドル
以上を集めています。皆さんがこのEメールを受信されるまでには、さらに多くの献金
が集まっているに違いありません。しかし、ハイチの復興を援助し、家を失った人々に
住居を提供し、子どもたちのために学校を再建し、体が不自由になった人々にリハビリ
を施し、ずたずたに引き裂かれ傷ついた数多くの人々の心を癒す手伝いをするためには、
さらに何百万ドルもの資金が必要となります。ですから、できる限りの献金をしてくだ
さるようお願いいたします。

最後に、非常に悲しいご報告をいたします。私たちの家族であるハイチのライオンが二
人、亡くなりました。そして他のライオンの中には家族を失われた方々もいらっしゃい
ます。世界中のライオンズ、そして国際理事会を代表いたしまして、大切なご家族を亡
くされた方々に心よりお悔やみ申し上げますとともに、亡くなった方々のご冥福をお祈
り申し上げます。

哀悼の意をこめて

国際会長
エバハルト J. ヴィルフス

336-Ａ地区 ガバナー・スローガン「ライオンの未来に、情熱と夢を持って ウィサーブ」

ガバナー・キーワード「初心」

長尾ＬＣ会長テーマー 「寄り添って今日も元気にウィサ―ブ」
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ライオンズによるハイチ救援活動について
ヴィルフス会長からの特別メッセージ



長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

入
会
の
挨
拶

十
河

護

三
木
さ
ぬ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入

会
し
て
か
ら
３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
と
親
交
の
も
と

に
奉
仕
の
精
神
を
学
び
三
木
町
の
会
員
様

に
ご
指
導
を
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
職
場
の
関
係
で
地
元
長
尾
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
々
か
ら
地
元
長
尾
の
会
員
様
か
ら
転

籍
の
お
誘
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
の

機
会
に
決
断
を
致
し
ま
し
た
。

三
木
さ
ぬ
き
Ｌ
Ｃ
よ
り
２
倍
ほ
ど
の
規

模
の
ク
ラ
ブ
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

来
年
で
古
希
を
迎
え
る
年
で
は
あ
り
ま

す
が
、
体
力
だ
け
は
自
身
が
あ
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。尚

、
移
籍
の
手
続
き
で
は
Ｌ
尾
崎
会
長

様
、
Ｌ
鶴
居
様
、
三
木
さ
ぬ
き
Ｌ
Ｃ
の
Ｌ

中
村
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

45,000のクラブと130万人の会員でライオンズは世界最大の奉仕クラブ組織

ボランティアと友だちの国際的なネットワーク、あなたの入会をおまちしております。

ホームページ http ://www.nagaolc.jp/
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本
年
初
め
て
の
入
会
式
が

平
成
22
年
新
年
例
会
で
厳
か

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

十
河
護
氏
の
入
会
を
歓
迎

し
今
後
の
活
躍
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

十河護氏が三木さぬきＬＣから転籍
１月８日第１例会（新年例会）

新
入
会
員
紹
介

氏
名

十
河

護
（
69
歳
）

住
所

さ
ぬ
き
市
長
尾
西
282-

4

職
業

さ
ぬ
き
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ン
サ
ー

Ｌ
鶴
居
健



L
C
IF

は1
9
6
8

年
に
国
際
協
会
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
財
団
で
，
寄
贈
を
受
け
た

基
金
の
運
用
に
よ
り
，
人
類
の
福
祉
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
，
そ
の

援
助
は
主
と
し
て
次
の
区
分
に
よ
り
行
わ

れ
る
。

●
緊
急
援
助
交
付
金

天
災
が
起
こ
っ
た
直
後
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

救
援
活
動
の
資
金
援
助
を
す
る
た
め
の
US

＄10,0
00

の
援
助
金
交
付
。

●
－
般
援
助
交
付
金

地
区
の
人
道
主
義
的
奉
仕
事
業
の
資
金
援

助
を
す
る
た
め
に
、
最
高
US

＄7
5
,00

0

の

援
助
金
交
付
。
申
請
額
と
同
額
の
資
金
を

地
元
（
申
請
者
）
で
集
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
1
地
区
が
同
時
に
2
件
ま
で
申
請

で
き
る
。

●
国
際
援
助
交
付
金
（IA

G

）

少
な
く
と
も
二
つ
の
異
な
る
国
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
間
の
国
際
的
な
協
力
事
業
の
資
金
援

助
を
す
る
た
め
に
、
US

＄5,000

～
US

＄30,
00
0

の
範
囲
で
援
助
金
交
付
（
例
え
ば
，

別
の
国
へ
の
医
療
団
派
遣
事
業
な
ど
）
。

申
請
者
が
50
％
以
上
を
負
担
。

●
4
大
交
付
金

L
C
IF

最
新
の
こ
の
援
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
視
力
保
護
、
障
害
者
援
助
、
健
康
促

進
、
青
少
年
奉
仕
の
4
つ
の
分
野
に
お
け

る
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
奉
仕
事
業
を
支
援
す
る
。

事
業
は
3
対
1
（L

C
IF

対
申
請
者
）
の

資
金
調
達
に
基
づ
き
、
交
付
金
の
最
高
額

は
US
＄20
0,00

0

。

●
大
災
害
援
助
交
付
金

国
際
的
規
模
の
大
災
害
の
た
め
に
US
＄50,

0
00

～
US
＄1,0

00,0
00

が
交
付
さ
れ
る
。

こ
の
援
助
金
は
地
区
や
ク
ラ
ブ
の
申
請
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
国
際
会
長
、L

C
I

F
理
事
長
、L

C
IF

執
行
委
員
会
の
承
認
に

よ
り
交
付
さ
れ
る
。
最
近
の
例
と
し
て
は
、

日
本
の
神
戸
大
震
災
、
ル
ワ
ン
ダ
避
難
民

救
援
、
ボ
ス
ニ
ア
の
再
建
援
助
。
こ
れ
ら

の
援
助
を
支
援
す
る
た
め
の
寄
付
の
方
法

に
は
、
用
途
を
指
定
し
て
行
う
方
法
と
指

定
し
な
い
で
行
う
方
法
と
が
あ
る
。
国
際

理
事
会
構
成
員
を
中
心
にL

C
IF

理
事
会

が
構
成
さ
れ
る
が
、L

C
IF

の
日
常
の
運

営
は
9
名
の
委
員
か
ら
成
るL

C
IF

執
行

委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。L

C
IF

が

他
の
奉
仕
財
団
と
き
わ
だ
っ
て
異
な
る
点

は
、
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
信
条
を
基
盤
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
各
地
の
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
が
、
互
い
に
力
を
出

し
合
い
、
助
け
合
っ
て
奉
仕
を
実
施
し
て

い
く
た
め
に
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

そ
の
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ずL

C
IF

に
寄
せ
ら
れ
る
寄
付
金
を
総
括
す
れ
ば
、

個
々
の
ク
ラ
ブ
が
単
独
で
は
手
に
負
え
な

い
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
奉
仕
事
業
を
可
能

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

336-Ａ地区 ガバナー・スローガン「ライオンの未来に、情熱と夢を持って ウィサーブ」

ガバナー・キーワード「初心」

長尾ＬＣ会長テーマー 「寄り添って今日も元気にウィサ―ブ」
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ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

国

際

財

団

（

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）

平
成
21
年
度
長
尾
LC

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付

者入
谷

武

3
回
目

Ｍ
Ｊ
Ｆ
（1000

＄
）

松
原
典
士

6
回
目

Ｍ
Ｊ
Ｆ
（1000

＄
）

鶴
居

健

7
回
目

Ｍ
Ｊ
Ｆ
（1000

＄
）

田
中
克
己

8
回
目

Ｍ
Ｊ
Ｆ
（1000

＄
）

尾
崎
正
一

2
回
目

Ｍ
Ｊ
Ｆ
（1000

＄
）

池
田

肇

1
回
目

Ｍ
Ｊ
Ｆ
（1000

＄
）

山
下
泰
司

2
回
目

100
＄

松
井
博
之

1
回
目

100
＄

中
川
宜
興

2
回
目

100
＄

M
JF

（
メ
ル
ビ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
基
金
）



M
JF

寄
付
者
に
は
回
数
に
応
じ
た
プ
ロ

グ
レ
スM

JF

ラ
ペ
ル
ピ
ン
と
感
謝
状
が
届

い
て
い
ま
す
。
初
回
寄
付
者
の
Ｌ
・
池
田

肇
に
は
楯
が
贈
ら
れ
ま
す
。

L
C
IF

よ
り
100

㌦

献
金
会
員
に
献
金

会
員
ピ
ン
・
金
の

リ
ボ
ン
セ
ッ
ト
と

感
謝
状
が
届
い
て

い
ま
す
。

１
月
生
れ
の
有
名
人

役
所

広
司-

俳
優
（
1956

年
1
月
1
日
）

宮
本
亜
門-

演
出
家
（
1958

年
1
月
4
日
）

小
泉
純
一
郎-

政
治
家
（
1942

年
1
月
8
日
）

西
田

佐
知
子-

歌
手
（
1939

年
1
月
9
日
）

石
原

良
純-

俳
優
（
1962

年
1
月
15
日
）

新
珠

三
千
代-

女
優
（
1930

年
1
月
15
日
）

た
か
の
友
梨-

美
容
研
究
家
（
1948

年
1
月
22
日
）

渡
辺
正
行-

タ
レ
ン
ト
（
1956

年
1
月
24
日
）

三
浦

友
和-

俳
優
（
1952

年
1
月
28
日
）

新
庄

剛
志-

野
球
（
1972

年
1
月
28
日
）

徳
川
家
康-

戦
国
武
将
（
1543

年
1
月
31
日
）

45,000のクラブと130万人の会員でライオンズは世界最大の奉仕クラブ組織

ボランティアと友だちの国際的なネットワーク、あなたの入会をおまちしております。

ホームページ http ://www.nagaolc.jp/
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誕生会に出席の皆様おめでとうございます。

1
月
誕
生
会

1
月
第
１
例
会

L
・
十
河

護
（
1
月
1
日
）

L
・
三
好

正
志
（
1
月
4
日
）

L
・
溝
渕

速
（
1
月
8
日
）

L
・
森
川

康
生
（
1
月
15
日
）

L
・
松
原

典
士
（
1
月
24
日
）

L
・
羽
床

勝
利
（
1
月
31
日
）

LL
・
佐
藤

豊
子
（
1
月
9
日
）

LL
・
松
井

幸
子
（
1
月
15
日
）

LL
・
入
谷
ス
ミ
代
（
1
月
22
日
）

LL
・
松
井

通
子
（
1
月
28
日
）

LL
・
冨
田
満
里
子
（
1
月
28
日
）

MJF寄付者には回数に応じたプログレスMJFラペルピンが贈られます。

初回寄付者のＬ・池田肇には楯
写真から想像したより大きい楯です

献金会員ピンと金のリボンセット



平
成
22
年
1
月
22
日
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
で
は
第11

00

回
の
記
念
例
会
を

行
い
ま
し
た
。

チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
に
記
念
品
（
花

束
）
を
贈
呈
後
、
Ｌ
白
井
敏
隆
が
チ
ャ
ー

タ
ー
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
て
挨
拶
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

336-Ａ地区 ガバナー・スローガン「ライオンの未来に、情熱と夢を持って ウィサーブ」

ガバナー・キーワード「初心」

長尾ＬＣ会長テーマー 「寄り添って今日も元気にウィサ―ブ」
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長尾ライオンズクラブ第1100回記念例会
平成22年1月22日 1月第2例会

チャーターメンバー代表挨拶

チャーターメンバーＬ白井貞男

チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー

Ｌ
白
井
敏
隆

チャーターメンバー

Ｌ安部信行



ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
が
主
催

す
る
第
22
回
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
四
国
地

区
審
査
会
が
こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
長
尾
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
応
募
し
た
天
王
中

学
校
一
年
生
の
秋
友

大
明
さ
ん
、
長
尾

中
学
校
一
年
生
の
橋
本
千
尋
さ
ん
、
大
川

第
一
中
学
校
の
冨
田

澪
奈
さ
ん
の
3
作

品
が
努
力
賞
を
受
賞
し
336-

Ａ
地
区
ガ
バ

ナ
ー
・
武
久
一
郎
よ
り
賞
状
が
届
き
ま
し

た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

実
施
期
間

平
成
22
年
2
月
1
日
か
ら

2
月
28
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間

実
施
主
体

香
川
県

香
川
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部

目
的麻

薬
・
覚
せ
い
剤
・
大
麻
・
シ
ン
ナ
ー

等
薬
物
の
乱
用
は
、
利
用
者
個
人
の
健
康

被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
の
犯
罪
を
誘

発
す
る
な
ど
社
会
全
体
に
多
大
な
害
悪
を

及
ぼ
し
ま
す
。

薬
物
乱
用
防
止
広
報
強
化
月
間
は
、
薬

物
乱
用
を
防
止
す
る
社
会
環
境
を
醸
成
し
、

薬
物
乱
用
の
根
絶
を
目
指
す

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
会
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
広
報
活
動
を

行
い
薬
物
乱
用
防
止
の
啓
発

を
行
い
ま
す
。

45,000のクラブと130万人の会員でライオンズは世界最大の奉仕クラブ組織

ボランティアと友だちの国際的なネットワーク、あなたの入会をおまちしております。

ホームページ http ://www.nagaolc.jp/
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冨田澪奈さんの作品

秋友大明さんの作品

橋本千尋さんの作品

第
22
回
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
審
査
結
果

薬
物
乱
用
防
止

広
報
強
化
月
間



青
春
時
代
は
歳
が
行
っ
て
振
り
返
る
に

皆
さ
ん
が
思
う
よ
り
は
ず
っ
と
ず
っ
と
す

ば
ら
し
い
時
な
の
で
す
。
何
を
し
て
い
い

か
分
か
ら
な
い
、
「
勉
強
、
勉
強
」
と
言

う
か
ら
厭
か
も
知
れ
な
い
。
暗
中
模
索
す

る
ば
か
り
で
世
間
が
分
か
ら
な
い
か
ら
厭

か
も
し
れ
な
い
。
だ
け
れ
ど
も
す
ば
ら
し

い
時
な
の
で
す
。
色
々
な
好
奇
心
も
あ
る
。

見
た
い
試
し
た
い
挑
戦
し
た
い
は
た
い
へ

ん
い
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
い

か
に
し
て
も
薬
は

絶
対
に
い
け
ま
せ

ん
。
女
子
高
校

生
の
方
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。
身
体

が
太
い
か
ら
瘠
せ
た
い
、

又
綺
麗
に
な
り
た
い
か

ら
、
と
美
容
に
関
し
た

悩
み
か
ら
、
ふ
と
巧
妙
に
騙

さ
れ
て
覚
せ
い
剤
や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
（
錠
剤
）

に
「
一
度
く
ら
い
、
い
い
わ
」
と
手
を
出

し
て
し
ま
う
。
好
奇
心
か
ら
手
を
出
し
て

し
ま
う
。
軽
い
気
持
ち
で
手
を
出
し
て
し

ま
う
。

そ
れ
が
人
間
で
な
く
な
る
第
一
歩
の
始

ま
り
で
す
。
覚
せ
い
剤
や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
は
怖

い
薬
な
の
で
す
。
一
度
で
も
飲
む
と
そ
れ

ら
の
薬
が
、
又
欲
し
く
な
り
ま
す
。
薬
を

飲
ま
な
く
て
は
い
ら
れ
な
く
な
る
の
で
す
。

薬
物
は
習
慣
性
が
有
る
薬
な
の
で
す
。
そ

し
て
飲
ん
で
い
る
内
に
幻
覚
症
状
を
起
こ

し
、
部
屋
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

暴
力
性
も
あ
り
ま
す
。
相
手
を
傷
付
け
た

り
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。
脳
が
侵
さ

れ
て
生
活
出
来
な
く
な
る
の
で
す
。
脳
は

元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
人
間
が
人
間
で
な

く
な
る
の
で
す
。
「
鉄
は
熱
い
内
に
打
て
」

と
言
い
ま
す
。
鉄
は
焼
け
て
赤
く
な
っ
た

り
黒
く
な
っ
た
り
し
な
が
ら
椴
か
れ
て
剛

い
鉄
に
な
り
ま
す
。
人
間
も
同
じ
で
す
。

雪
の
結
晶
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

六
角
形
の
綺
麗
な
も
の
で
す
。
実
は
大
変

不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、
雪
の
結
晶
に
同

じ
も
の
は
無
い
の
で
す
。
全
世
界
に
降
る

雪
の
一
ツ
一
ツ
が
全
部
違
う

の
で
す
。
人

の

指
紋
や

顔
形
が
皆
、

違
う
の
と
同

じ
で
す
。
人

も
同
じ
人
は
い
ま

せ
ん
。
人
が
太
古
に
産
ま
れ
て
か

ら
も
ず
っ
と
同
じ
人
は
い
ま
せ
ん
。
双
子

の
人
も
ど
こ
か
が
違
い
ま
す
。
す
べ
て
神

様
が
創
っ
た
の
で
す
。
神
様
は
こ
の
よ
う

に
す
ば
ら
し
い
の
で
す
。
こ
の
世
に
人
間

と
し
て
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
自
体
が
な
か

な
か
普
通
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
人
間
は
万

物
の
霊
長
と
言
わ
れ
ま
す
。
人
間
は
あ
ら

ゆ
る
生
き
物
の
内
で
一
番
す
ば
ら
し
い
の

で
す
。
人
間
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
が
す

ば
ら
し
い
の
で
す
。
神
様
は
色
々
な
顔
形

の
人
や
性
格
の
人
を
一
杯
創
っ
た
の
で
す
。

同
じ
人
は
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
日

本
に
産
ま
れ
て
来
た
こ
と
が
す
ば
ら
し
い

の
で
す
。
日
本
は
世
界
で
唯
一
国
、
四
季

の
有
る
国
で
す
。
風
景
も
綺
麗
で
緑
も
濃

く
水
の
美
味
し
い
国
で
す
。
神
話
の
あ
る

長
い
伝
統
と
文
化
の
有
る
立
派
な
国
で
す
。

美
容
で
悩
ん
だ
り
し
て
薬
に
手
を
出
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
好
奇
心
か
ら
飲
ん
で

も
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来

た
こ
と
は
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。
尊
い

こ
と
な
の
で
す
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来

た
こ
と
は
何
か
の
使
命
が
あ
る
の
で
す
。

悩
み
が
有
っ
た
ら
何
事
も
人
生
の
先
輩
の

先
生
、
父
母
、
心
有
る
方
に
相
談
す
る
の

が
い
い
で
し
ょ
う
。
読
書
に
励
む
の
も
い

い
で
し
ょ
う
。
青
春
時
代
に
読
ん
だ
本
は

歳
が
行
っ
て
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
悩
み
は
読

書
が
必
ず
解
決
し
て
く
れ
ま

す
。
又
、
神

様
、
仏
様
に
、

御
先
祖
の
お

墓
に
参
る
習

慣
を
付
け
ま

し
ょ
う
。
信

仰
心
は
た
い
へ
ん
大
事
で
す
。
人
間
に
産

ま
れ
た
の
で
す
か
ら
、
薬
剤
は
絶
対
に
飲

ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
薬
剤
は
好
奇
心
か

ら
も
絶
対
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
札
幌

農
学
校
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
は
「
少
年
よ
、

大
志
を
抱
け
」
と
。
努
力
で
す
。

青
少
年
・L

C
IF

・
市
民
奉
仕
委
員
会

委
員
長
Ｌ
・
池
田
肇

記

336-Ａ地区 ガバナー・スローガン「ライオンの未来に、情熱と夢を持って ウィサーブ」

ガバナー・キーワード「初心」

長尾ＬＣ会長テーマー 「寄り添って今日も元気にウィサ―ブ」
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日
本
初
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
東
京

ク
ラ
ブ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
ク
ラ
ブ

の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
誕
生
し
た
の
が
一

九
五
二
年
（
昭
和
二
七
年
）
三
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
の
は
ご
承
知
の
通
り
。
そ
の
頃

国
際
会
則
で
は
、
ク
ラ
ブ
数
が
二
十
以
上

に
な
ら
な
い
と
単
一
地
区
と
し
て
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
当
時
の
岡
ガ
バ
ナ
ー
を
始

め
と
し
て
会
員
達
は
勇
躍
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
に
邁
進
、
日
本
で
二
十
番
目
の
高
知
ク

ラ
ブ
が
誕
生
、
日
本
は
三
〇
二
複
合
地
区

と
し
て
世
界
の
舞
台
へ
と
。
第
一
回
年
次

大
会
は
五
十
五
年
五
月
二
一
・
二
の
両
日

に
わ
た
り
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
を

主
会
場
と
し
、
全
国
一
〇
ク
ラ
ブ
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
大
会
は
五
十

六
年
四
月
、
大
阪
市
で
二
十
五
ク
ラ
ブ
が

参
加
。
第
三
回
大
会
は
東
京
で
五
十
七
年

五
月
五
十
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て
開
か
れ
少

な
く
と
も
県
庁
所
在
地
に
は
至
急
ク
ラ
ブ

を
組
織
す
る
こ
と
三
〇
二
複
合
地
区
の
事

務
局
を
東
京
に
常
置
す
る
こ
と
等
を
決
議

し
た
。
第
四
回
大
会
は
岡
山
で
七
十
四
ク

ラ
ブ
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大

会
で
は
国
際
協
会
が
配
付
す
る
通
信
文
や

刊
行
物
は
全
て
日
本
語
訳
で
配
る
こ
と
年

一
回
全
国
ク
ラ
ブ
が
合
同
で
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
計
画
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
同

時
に
「
金
沢
ク
ラ
ブ
制
作
の
ラ
イ
オ
ン
帽

を
正
式
の
ク
ラ
ブ
帽
と
す
る
」
こ
と
も
決

議
さ
れ
た
。
ラ
イ
オ
ン
帽
は
今
で
は
国
際

協
会
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
サ
テ
ン
地
の
も

の
と
国
内
で
作
ら
れ
て
い
る
ウ
ー
ル
地
の

も
の
が
正
式
な
も
の
と
な
っ
て
い
て
そ
の

利
用
の
仕
方
も
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
随
分

と
異
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
会
員
が
ラ
イ
オ
ン
帽
を
目
に
し

た
の
は
五
十
六
年
に
ハ
ワ
イ
の
ラ
イ
オ
ン
・

ト
ム
・
オ
キ
ノ
が
国
際
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
来
日
し
た
時
で
あ
っ
た
。
彼
は
ラ
イ

オ
ン
帽
を
か
ぶ
っ
て
各
地
を
廻
っ
た
。
そ

れ
が
一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
次
い

で
翌
五
十
七
年
の
第
四
十
回
国
際
大
会
に

当
時
の
原
勝
己
ガ
バ
ナ
ー
が
出
席
し
て
ラ

イ
オ
ン
帽
と
ベ
ス
ト
を
買
っ
て
来
た
の
普

及
へ
の
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
。
彼
は

当
時
の
七
十
四
ク
ラ
ブ
を
ラ
イ
オ
ン
帽
を

か
ぶ
っ
て
尋
ね
歩
い
た
。
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
熱
く
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
を
説
い
た
。

ラ
イ
オ
ン
帽
は
彼
の
説
く
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム

の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
も
見
え
た
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
ず
北
陸
地
方
の
ク

ラ
ブ
が
全
員
こ
の
帽
子
を
か
ぶ
る
こ
と
を

決
め
金
沢
ク
ラ
ブ
が
制
作
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
原
ガ
バ
ナ
ー
の
帽
子
を
見

本
に
し
て
帽
子
作
り
が
始
ま
っ
た
が
、
当

時
国
内
に
は
紫
の
フ
ェ
ル
ト
生
地
が
無
か
っ

た
た
め
特
別
注
文
で
染
め
上
げ
、
全
工
程

を
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
仕
上
げ
た
。

五
十
七
年
に
行
わ
れ
た
第
一
回
ア
ジ
ア

大
会
に
参
加
し
た
日
本
の
会
員
は
、
全
員

が
東
京
ク
ラ
ブ
か
ら
贈
ら
れ
た
こ
の
帽
子

を
か
ぶ
っ
て
参
加
し
た
。
こ
う
し
て
こ
の

帽
子
は
全
国
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
当
時
、

こ
の
帽
子
は
単
な
る
か
ぶ
り
も
の
の
域
を

越
え
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
理
念
を
形
に
し
た
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
精
神
そ
の
も
の
と
思
わ
れ
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

会
員
・
会
員
維
持
・E

X
T

・
指
導
力
育
成

委
員
会

委
員
長

鶴
居

健

45,000のクラブと130万人の会員でライオンズは世界最大の奉仕クラブ組織

ボランティアと友だちの国際的なネットワーク、あなたの入会をおまちしております。

ホームページ http ://www.nagaolc.jp/
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ラ
イ
オ
ン
帽
の
正
式
決
定
に
つ
い
て

「
ラ
イ
オ
ン
誌
日
本
語
版
編
、
ウ
イ
サ
ー
ブ
・
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
航
跡
」
よ
り
抜
粋



氏名 どんなことで

国方　弘 十河護さんの御入会を祝して
尾崎正一 新年あけましておめでとうございます。十河護氏の入会を一同と共に歓迎します。

山下泰司
明けましておめでとうございます。
十河様の入会おめでとうございます。

今年も国際協調委員会活動に対し会員皆様の協力おねがいします。

森川康生

明けましておめでとうございます。

１．十河護様のご入会を心から歓迎申し上げます。
２．1月生れの誕生者おめでとうございます。

今年も皆で力を合わせ頑張りましょう。
三好正志 明けましておめでとうございます。十河護さんの入会を祝して

六車　兌
あけましておめでとう御座います。本年もよろしく御願い致します。長尾ＬＣの発展を心より
お祈り致します。

冨田義雄 Ｌ十河護の入会を祝し
松原典士 十河護Ｌ入会おめでとうございます。益々のご活躍を期待しています。

石井利夫 十河護様のご入会を歓迎して
池田　肇 十河護さんの御入会を祝して。又、新春に当り皆様方の御健康をお祈り致します。

鶴居　健
あけましてお目出とうございます。十河護氏のご入会を心から歓迎します。残る半年会員
増強に頑張りましょう。

井上信明
・本年も何卒よろしくお願い致します。
・Ｌ十河護の転籍を歓迎して

安西　勝 あけましておめでとうございます。十河護様の入会を祝して
安松　均 十河さんの入会を祝し又新年をムカエ皆様方の御多幸をいのります。

三木啓司 十河護さんの入会を祝して
安部信行 あけましておめでとうございます。

多田敏雄
１・Ｌ十河護の入会を祝して
２・今年は寅年。大トラにならぬよう注意します。しょう。

中川宜興 十河さんの入会を祝し
村尾良明 新年おめでとうございます。十河護氏の入会を歓迎しご活躍を期待します。

入谷　武
新年明けましてお目度とうございます。今年もよろしくお願いします。新入会員、十河護君
の入会を祝して

田中克己
・新年明けましておめでとうございます。今年もよろしく
・合せて十河さんの入会おめでとうございます。

・12月の例会欠席いたしまして申しわけありませんでした。
白井敏隆 あけましてお目出とうございます。入会式おめでとうございます。

336-Ａ地区 ガバナー・スローガン「ライオンの未来に、情熱と夢を持って ウィサーブ」

ガバナー・キーワード「初心」

長尾ＬＣ会長テーマー 「寄り添って今日も元気にウィサ―ブ」
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ドネーション 第１０９９回例会 平成22年1月8日

2
月
5
日
（
金
）
第
１
例
会

指
名
委
員
の
任
命

（
い
ろ
は
）

2
月
12
日
（
金
）
運
営
委
員
会

第
7
回
会
員
増
強
特
別
委
員
会

（
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
）

2
月
19
日
（
金
）
第
2
例
会

（
い
ろ
は
）

2
月
24
日
（
木
）
19
時
30
分
～

地
行
美
穂
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

地
行
さ
ん
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
日
本
代

表
で
高
松
市
出
身

（
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
・
第
1
小
ホ
ー
ル
）

2
月
26
日
（
金
）
事
業
委
員
会

（
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
）

2
月
28
日
（
日
）
ひ
な
祭
り
茶
会

（
の
ぞ
み
園
地
域
交
流
ホ
ー
ル
・
食
堂
）

2
月
の
予
定



氏名 どんなことで

鶴居　健
１．第１１００回記念例会、チャーターメンバー及び諸先輩のご努力に感謝します。
２．丸山秀男氏のご入会心から歓迎致します。

尾崎正一 丸山秀男さんの入会を歓迎し、第１１００回の例会を祝して
石井利夫 丸山秀男様のご入会を歓迎し、今後のご活躍を期待して。
六車　兌 Ｌ丸山さん、新入会員お目出度う御座居ます。今後の御活躍を期待申し上げます。
三木啓司 丸山先生の入会を歓迎して
林　誠二 丸山秀男氏の入会を祝して
安西　勝 丸山秀男様入会を祝し、また例会が１１００回達成に祝い

入谷　武
チャーターメンバーの皆様１１００回記念例会出席お目出度うございます。益々元気でがん
ばってください。丸山様の入会を祝して

白井敏隆 本日の１１００回記念例会で記念品を頂いたことに感謝して。
白井貞男 チャターメンバー記念品いただき有難う御座ゐます。
村尾良明 丸山秀男Ｌの入会を祝して
山下泰司 丸山さんの入会おめでとうございます。
多田敏雄 丸山秀男様の入会を歓迎します。

森川康生
１．１１００回の定例会を祝して
２．丸山秀男様の御入会誠におめでとうございます。今後の御活躍を期待申し上げます。

中川宜興 丸山氏を新メンバーに迎えるとともに例会１１００回を記念して
安部信行 １１００回例会おめでとうございます。
十河　譲 丸山秀男様入会おめでとうございます。
安部　好 １１００回例会並びに丸山氏のご入会を祝して
冨田義雄 長尾ＬＣ第１１００回記念例会と丸山秀男の入会を祝し
池田　肇 入会おめでとう御座います。郷土の発展のために元気で皆んなと仲良くやりましょう。

田中克己

・１１００回例会を祝して
・孫が（小３年生）ピアノコンクール高松大会で入賞し３/２９西日本大会に出場する事にな
りました　７６名参加
・丸山先生の入会をおよろこび申し上げます。

十河清隆 新入会員の方よろしくお願いします。例会１１００回おめでとうございます。

松原典士
長尾ＬＣ第１１００回記念例会おめでとうございます。チャーターメンバご苦労様でした。Ｌ丸
山秀男、長尾ＬＣご入会おめでとうございます。益々のご活躍を期待しています。

井上信明
１・丸山先生の入会を祝して
２・１１００回例会を祝して

国方　弘 丸山秀男様のご入会を歓迎して

45,000のクラブと130万人の会員でライオンズは世界最大の奉仕クラブ組織

ボランティアと友だちの国際的なネットワーク、あなたの入会をおまちしております。

ホームページ http ://www.nagaolc.jp/
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ドネーション 第１１００回例会 平成22年1月22日

『
長
尾
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
』
1
月
号

に
掲
載
さ
れ
た
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
と

お
り
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
御

本
人
及
び
関
係
者
の
方
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

13
ｐ

年
始
挨
拶
（
中
央
）

誤

坂
東
譲

正

坂
東
護

２
月
５
日
（
金
）
第
１
例
会

指
名
委
員
の
任
命

３
月
５
日
（
金
）
第
１
例
会

指
名
会
（
例
会
後
）

４
月
２
日
（
金
）
第
１
例
会

選
挙
会
・
花
見
例
会

次
期
役
員
選
出

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



「
絶
望
」
の
少
し
隣
り
に
「
希
望
」
が
あ

る
っ
て
知
っ
て
れ
ば
、
少
し
は
軽
く
な
る

出
典
「
と
か
げ
」(

吉
本
ば
な
な
著)

希
望
を
失
わ
な
い
で
や
っ
て
い
る
と
自
然

と
知
恵
も
出
て
く
る
。

精
神
が
集
中
し

て
、
そ
こ
に
色
々
な
福
音
が
生
ま
れ
て
く

る
。

松
下

幸
之
助

時
代
は
良
く
も
悪
く
も
な
っ
て
な
い
。
い

つ
だ
っ
て
今
が
最
高
。

甲
本

ヒ
ロ
ト

心
血
注
い
で
も
駄
作
は
駄
作
、
鼻
歌
混
じ

り
で
描
い
て
も
傑
作
は
傑
作

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄

人
は
日
本
の
歴
史
に
50
ペ
ー
ジ
書
い
て
も

ら
う
よ
り
、

世
界
の
歴
史
に
１
ペ
ー
ジ

書
い
て
も
ら
う
こ
と
を
心
掛
け
ね
ば
な
ら

ぬ
。

後
藤

新
平

山
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
、
戻
っ
て
は
な

ら
な
い
。
行
け
ば
超
え
ら
れ
る
。

仕
事

が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
ひ
る
ん
で
は
い

け
な
い
。
行
え
ば
必
ず
終
わ
る
の
だ
。

出
典
モ
ン
ゴ
ル
の
諺

有
能
な
者
は
行
動
す
る
が
、
無
能
な
者
は

講
釈
ば
か
り
す
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー

学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、
自
分
が
何
も
知
ら
な

か
っ
た
事
に
気
づ
く
、
気
づ
け
ば
気
づ
く

ほ
ど
ま
た
学
び
た
く
な
る
。

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

私
た
ち
は
肩
を
寄
せ
合
っ
て
生
き
て
い
ま

す
。

だ
か
ら
、
こ
の
世
に
お
け
る
私
た

ち
の
第
一
の
目
的
は
、
他
人
の
役
に
立
つ

こ
と
で
す
。

た
と
え
他
人
の
役
に
立
て

な
い
者
で
も
他
人
を
傷
つ
け
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世

人
生
と
い
う
字
を
ど
う
読
む
か
？

人
と

し
て
生
ま
れ
る
、
人
と
し
て
生
き
る
、
人

を
生
か
す
、
人
を
生
む
…
、
そ
れ
が
人
生

な
ん
で
す
。

野
村

克
也

20
歳
だ
ろ
う
が
80
歳
だ
ろ
う
が
、
と
に
か

く
学
ぶ
こ
と
を
や
め
て
し
ま
っ
た
も
の
は

老
人
で
あ
る
。

学
び
続
け
る
者
は
、
み

な
若
い
。
人
生
に
お
い
て
一
番
大
切
な
こ

と

は
、
頭
を
若
く
保
つ
こ
と
だ
。

ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド

ど
ん
な
幸
運
な
人
間
で
も
、
一
度
は
死
に

た
い
ほ
ど
悲
し
く
て
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
。

井
上
靖

336-Ａ地区 ガバナー・スローガン「ライオンの未来に、情熱と夢を持って ウィサーブ」

ガバナー・キーワード「初心」

長尾ＬＣ会長テーマー 「寄り添って今日も元気にウィサ―ブ」
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会
報
誌
を
印
刷
し
て
い
る
と
プ
リ
ン
タ
ー

の
イ
ン
ク
の
減
り
方
が
各
色
違
い
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
青
と
赤
が
余
り
気
味
で
す
。
黄
色

を
使
い
す
ぎ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
こ
で
極
力
、
青
と
赤
イ
ン
ク
を
使
う
よ
う

に
色
配
置
を
し
て
い
ま
す
。
（
4
色
セ
ッ
ト

で
買
う
方
が
単
色
買
い
よ
り
安
い
の
で
）

最
近
の
プ
リ
ン
タ
ー
は
イ
ン
ク
の
減
り
方

が
早
い
で
す
。
私
用
の
プ
リ
ン
タ
ー
は
購
入

後
7
年
位
に
な
り
ま
す
が
今
時
の
新
製
品
と

比
べ
る
と
倍
く
ら
い
持
つ
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
イ
ン
ク
を
た
く
さ
ん
使
う
と
言
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
き
れ
い
に
印
刷
が
出
来
る
と

言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
プ
リ
ン

タ
ー
メ
ー
カ
ー
の
プ
リ
ン
タ
ー
を
安
く
売
っ

て
イ
ン
ク
代
で
儲
け
る
と
い
う
策
に
は
ま
っ

て
い
る
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
機
械
代

は
本
当
に
安
く
な
り
ま
し
た
。
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